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1. は じ め に

本学の文系学部（経営学部）と理工系学部（情報科学
部）の連携研究プロジェクトである「ICカードプロジェ
クト」は，2010年度に開催された経済産業省主催の社会
人基礎力育成グランプリ 2011の九州・沖縄地区予選大会
に本学の代表として参加した．本稿では，まずプロジェ
クトの概要を説明し，次にグランプリの概要，選考過程，
および参加結果について述べる．最後にグランプリ参加
後の研究活動について簡単に紹介する．

2. ICカードプロジェクトの概要

ICカードプロジェクト (以下，ICPJと略す)は，本学
の学生証に採用されている非接触型の ICカードを，自
ら開発したシステムを用いて学内において有効活用する
こと，を第一の目標として，2009年に発足した．当時，
事業開発コースに所属していた経営学部 2年生の増戸隆
太君から，上記の目標を具現化するために共同研究先と
して情報科学部が開発を依頼され，情報科学部の田中研
究室が承諾したことで，この共同研究が始まった．本研
究室が経営学部からの共同研究依頼を受けることができ
た理由は，2008年度から 2009年度に産学連携事業とし
て参加した内閣府主催の地域再生事業である「平成版 IT
湯治」において，既に非接触 ICカードを用いたシステ
ム開発を行った実績があったためである [黨 08, 黨 09] ．

2010年度の ICPJの構成員は，20名である．学生が，
増戸隆太君（経営学部：リーダー），川上正樹君（情報
科学部：リーダー），今林力也君，上田晋寛君，野田純
司君，田中竜司君，富永晃司君，山川由樹子さん，寺崎
太一君（経営学部），江藤彩華さん，久保田瞬君，中村
千鶴さん，春田大輔君，山下公幸君，吉武伸泰君の計 15
名であり，教員が小野瀬拡先生（経営学部），聞間理先
生（経営学部），浦野倫平先生（経営学部），田中信裕先
生（経営学部），と私の計 5名である∗1．

3. ICPJが行った実証実験

3・1 電子マネーシステム

2009年度は，学生証でお金を扱うことができる電子マ
ネーシステムを構築し，実証実験を行った [今林 11, 川

∗1 学部が明記されてない人は，情報科学部の所属である．

上 11]．このシステムは，学生証の ID を認証してお金
を電子マネーとして登録できるチャージ端末（図 1）と，
チャージされた電子マネーで支払いができる支払い端末
（図 2），およびそれらの端末の情報を保持し，共有する
ことができるデータベースで構成されている．これらは，
インターネットを経由して通信を行うため，システムを
利用する際には，各々に対してインターネットの環境が
必要である．実証実験は，2010年 3月 16日から 19日
の 4日間，本学 1号館 1階にある学生食堂の「カフェテ
リア・オアシス」で行った．最終日を除く 3日間は，実
証実験終了後に問題点の改善を行った．その結果，最終
日には音声などの案内機能も追加され，ある程度実用性
のあるシステムとして構築することができた．

図 1 チャージ端末

図 2 支払い端末
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3・2 ICカードスタンプラリー
2010年度は，2回のオープンキャンパスでそれぞれ実

証実験を行った．2009年度に行った実証実験では，電子
マネーシステムを作成したが，オープンキャンパスでその
電子マネーシステムをそのまま利用することは難しかっ
たため，基本システムを活用して，ICカードスタンプラ
リーシステムを開発した．前回の電子マネーシステムで
は，クライアント端末は，チャージ端末と支払い端末の 2
台でしか実証実験を行っていなかったため，多店舗での
同時利用については検証できていなかった．そこで，今
回の ICカードスタンプラリーシステムでは，学部展示
場，キャリア支援センター，食堂（中央会館，クラブハ
ウス），図書館などに設置し，無線 LANや有線 LANな
ど異なるネットワークを使った多地点クライアントによ
る実証実験を行った．初回のオープンキャンパスにおい
て，無線 LANの安定しない場所に設置したクライアン
トが不安定な動作をすることが確認された．そこで，こ
の問題を 2回目のオープンキャンパスまでに解決し，無
事安定して動作させることができた．

図 3 IC カードスタンプラリー

4. 社会人基礎力育成グランプリへの挑戦

4・1 グランプリの概要

社会人基礎力育成グランプリとは，経済産業省が提唱
する社会人基礎力の概念に基づき，大学生のプロジェク
トチームが研究開発活動を通じて，社会人基礎力をどれ
だけ伸ばせたかを競う大会であり，2007年度から開催さ
れている．社会人基礎力とは，前に踏み出す力（主体性，
働きかけ力，実行力），考え抜く力（課題発見力，計画
力，創造力），チームで働く力（発信力，傾聴力，柔軟
性，状況把握力，規律性，ストレスコントロール力）の
3種類，12要素のことであり，経済産業省が提言してい
る仕事で必要となる基本的な力のことである．このグラ
ンプリは，地方大会と全国大会があり，地方大会を勝ち
抜いたチームが全国大会に進むことができる．地方大会
に参加できるチームは、1大学あたり 1チームである∗2．
なお，発表できる活動内容は，大学が教育の一貫として
実施している取り組みに限定されている．

∗2 2011 年度は，1 大学あたり 2 チームが上限と変更された．

4・2 学 内 予 選

九州・沖縄地区の社会人基礎力育成グランプリに参加
するには，大学の代表になる必要がある．2010年度は，
本学キャリア支援センターが主体となり，このグランプ
リに参加するための学内予選が行われた．学内予選には、
4つのプロジェクトチームが参加し，1チームあたり教員
1名と学生 3名によるプレゼンテーションを行った．選考
は，学部のキャリア委員の教員∗3によって行われた．選
考の結果，我々の ICPJは，この学内予選で優勝し，九
州産業大学の代表として九州・沖縄地区予選大会への出
場権を得た．

4・3 九州・沖縄地区予選大会

九州・沖縄地区予選大会は，2010年 12月 13日（月）
に福岡市の都久志会館で開催された．参加大学と発表内
容は，表 1のとおりである．発表時間は，1大学あたり
20分（発表 15分，質疑応答 5分）であり，学内予選と同
様，1チームあたり教員 1名と学生 3名によるプレゼン
テーションで審査された．審査委員は守田正樹さん（日
本経済新聞社），石飛吉規さん（TOTO），内村芳郎（九
州電力）の 3名であった．

我々が発表した内容は，3・1節と 3・2節で述べた，電
子マネーと ICカードスタンプラリーの実証実験につい
てである．実際に使用したスライドは，付録として掲載
するので、参考になれば，幸いである．

審査の結果，残念ながら準優秀賞（図 4）であったた
め，全国大会の出場権を得ることはできなかった．優秀
賞は，日本文理大学の「大分なかまち活性化プロジェク
ト」が，準優秀賞は，宮崎大学の「思春期ピア・カウンセ
リング」と我々が受賞した．優秀指導者賞として，阿比
留先生（福岡大学）と浦原先生（長崎総合科学大学）が
優秀指導者賞を受賞した．

九州・沖縄地区予選の総評は，次のようなものであった．

図 4 表彰状（準優秀賞）

∗3 情報科学部は，安部先生．
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表 1 社会人基礎力育成グランプリ 2011 九州・沖縄地区予選大会の参加大学と発表内容

大学名 発表内容

九州共立大学 クラブホークス勧誘キャンペーンブース運営

日本文理大学 大分まちなか活性化プロジェクト

福岡工業大学 福岡県でのビオトープ活動交流・ネットワークづくり

福岡大学 福岡大学ブランディング

長崎総合科学大学 持続可能な里山整備のためのネットワークづくり

宮崎大学 思春期ピア・カウンセリング

中村学園大学短期大学部 “VoluntEnglish”で国際交流 福岡発、アジアの上に橋を架けろ
九州産業大学 ICカードプロジェクト
香蘭女子短期大学 産学連携による弁当開発で弁当界に新しい風を!!
北九州市立大学 エコスタイル cafeプロジェクト
福岡女学院大学 わたし達が挑んだ、近いのに知らない地域の PR戦略 ―岡垣モデル―
佐賀大学 “学生が地域のために・地域が学生のために”

地域・学生が共に成長する健康教室事業の展開

初出場チームが多く、非常にフレッシュな地区大会と

なりました。それにもかかわらず、プレゼンテーション

の質はたいへん高く、審査委員一同、表彰対象校の選出

に悩むことになりました。

各チームに共通していると感じたのは、学生たちの自

主性と課題達成への意欲です。PBL（プロジェクト・ベー
スド・ラーニング）型の取り組み事例が目立ちましたが、

教員からの「お仕着せ」ではなく、学生が主体的に課題

をみつけながら取り組んでいくチームが多く、「前に踏み

出す力」や「チームで働く力」の成長ぶりが印象に残り

ました。また大学としての取り組み姿勢でも目をひく大

学が数多くありました。教員の指導も含めた大学のバッ

クアップ体制が、学生たちの社会人基礎力のたしかな成

長をあと押ししていると感じました。　

こうしたなかで、わずかとはいえ参加校の差がついた

部分があるとすれば、課題の克服に向けた対応の仕方か

もしれません。社会では取り組んでいるプロジェクトな

どがスムーズに進まないことは日常茶飯事ですが、そこ

でいかに知恵を絞れるかが結果の分かれ目となります。

当初想定していなか試行錯誤の過程で議論と検討を尽く

し参加メンバひとりひとりが自分の役割を考えることが

できたチームは、「考え抜く力」や「チームで働く力」の

成長がとくに著しかったように感じました。

ただ繰り返しになりますが、参加した各チームの差は

本当にわずかです。チームで今回の活動をやり抜いたと

いうことは、大学を卒業して社会に出ていくうえでたい

へんなアドバンテージだと思います。学生の皆さんのさ

らなる成長を審査委員一同たのしみにしています。

また，本チームへのコメントは，以下のとおりである．

貴校の良かった点： 自分の言葉のプレゼン。手作りの
活動色がある。いいプレゼン（つかみはいい）。身振
り手振り。元気がいい。

貴校の改善点： 少しだけ特定のメンバーにかかりすぎ
の気がした。組織連携，コミュニケーションの重要
性についてさらに追求して欲しい。

上記のコメントは，事業開発コースで日常的にプレゼ
ンテーションを行っている経営学部の学生（増戸君）と
プレゼンテーションの機会の少ない情報科学部の学生の
差（川上君，今林君）が大きかった点を指摘されている
と思われる. これらを改善するために，今後はプレゼン
テーションする機会を増やせるように，学生には様々な
ところで積極的に活動させようと考えている.

5. お わ り に

本稿では，社会人基礎力育成グランプリ 2011の参加
報告を行った．学内予選を勝ち上がることができた本プ
ロジェクトの学生にとって，九州・沖縄地区予選大会に出
場し，他大学の学生と社会人基礎力を競えたことは，大
変貴重な経験だったと思う. なお地区予選大会で代表と
して発表した学部 4 年生の川上正樹君と今林力也君は，
この発表の成果が認められて，2010年度の学長賞を受賞
した.

ICPJは，社会基礎力育成グランプリ2011以降も，研究
活動を続けている. 2011年度の ICPJの構成員は，2010
年度の卒業・修了生が減った一方，新 3年次生が加入し
たため，20名のままである．学生が，増戸隆太君（経営
学部：リーダー），久保田瞬君（情報科学部：リーダー），
寺崎太一君（経営学部），江藤彩華さん，中村千鶴さん
（情報科学部：副リーダー），春田大輔君，山下公幸君，
吉武伸泰君，公文彰彦君，恒田晃完君，中島弘貴君，西
康太郎君，橋口稔君，山本雄太君，堀口元紀君の計 15名
であり，教員は去年と同様の計 5名である∗4．上記のメ

∗4 学部が明記されてない人は，情報科学部の所属である．
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ンバーで，新たなシステムの開発（図 5）を行い，7 月
24日（日）に開催されたオープンキャンパス 2011の学
部間・産学間連携プロジェクト（通称：ククプロ）を体
感する「ククプロブース」に出展した．新システムであ
る ICカードポイントラリーには、これまで本研究室で
行ってきた Bluetooth [Yoshitake 11, 野田 11, Tanaka
10, Tanaka 09, 大富 08, 河野 08, 児玉 08, 吉田 08] の
研究成果とスマートフォン [Yamakawa 10, Yamakawa
09, 勝冶 09, 山川 08, 石井 08] の研究成果を導入した．
具体的には，これまで手動で操作していたチャージ端末
を自動化し，デスクトップ PCやノート PCで構成され
ていたクライアント端末をスマートフォンやタブレット
PCを利用することで小型・軽量化を実現した.今後も，
新しい技術を導入しながら，早期実用化を目指す.

図 5 新自動チャージ端末

謝 辞

今回の ICカードポイントラリーに用いた 100枚のカー
ド（図 6）は，芸術学部の学生さんにデザインして頂き
ました.ご協力ありがとうございました.

図 6 芸術学部の学生さんがデザインした 100 枚の IC カード
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図 A.1 発表スライド (1)
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図 A.2 発表スライド (2)
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図 A.3 発表スライド (3)
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図 A.4 発表スライド (4)
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図 A.5 発表スライド (5)
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図 A.6 発表スライド (6)
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図 A.7 発表スライド (7)
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図 A.8 発表スライド (8)
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図 A.9 発表スライド (9)

9

•  

•  

•  

図 A.10 発表スライド (10)
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図 A.11 発表スライド (11)
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図 A.12 発表スライド (12)
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図 A.13 発表スライド (13)
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図 A.14 発表スライド (14)
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図 A.15 発表スライド (15)

15

  

 

 

PC  

図 A.16 発表スライド (16)
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図 A.17 発表スライド (17)
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図 A.18 発表スライド (18)
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図 A.19 発表スライド (19)
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図 A.20 発表スライド (20)
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図 A.21 発表スライド (21)
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図 A.22 発表スライド (22)
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